
第２学年 英語科 学習指導案
日 時 平成21年11月25日（水）５校時

場 所 ２年Ｃ組教室

学 級 ２年Ｃ組（男18名 女15名 計33名）

授業者 教諭 伊勢寛臣

１ 単元名 Unit６ The Story of Silent Night （NEW HORIZON English Course ２）

２ 単元について

(1) 教材観

中学校学習指導要領では、外国語科の目標の柱の一つに「外国語を通じて、言語や文化に対す

る理解を深め」ることが設定されている。本単元を通じて、欧米のクリスマスの風習について学

ぶ機会を持つことができ、日本人のクリスマスの過ごし方との違いについて考えさせることで、

文化の違いやクリスマスが持つ意味について触れさせることができるものと考える。

言語材料としては、Starting OutからDialogにおいてクリスマスイブのブラウン家の様子や絵

美とジュディの会話を用いてThere is[are]構文を、またReading for Communicationでは「きよ

しこの夜」の誕生秘話を用いて動名詞が目的語や主語になる文を取り扱っている。There is[are]

構文は、ものまたは人や生物の存在を紹介する。聞き手にとって「（あるとは知らない）新しい

もの」が「存在する」ことを表す。また、動名詞は「～すること」という意味を持ち、本単元で

は目的語や主語としての用法を学習する。There is[are]構文と動名詞という２つの言語材料に

おいて相互の関連性は薄いが、場面設定に工夫が見られ、話の展開が自然なものとなるよう工夫

されている。

(2) 生徒観

be動詞＋（場所）は「存在」を表し、「～ある、いる」などと和訳される。これは１年生の教

科書p.57"Take Bus No.3. It's over there."で学習する。この文に出てくるbe動詞は「既に述

べられたものがある」という意味を表している。本単元で学習するThere is[are]構文は新情報

となる「もの」が「存在」することを表している。両者の違いが理解できずとまどいを感じたり、

あるいは学習が深まらないため、両者を混同してあいまいな理解にとどめてしまう生徒が多い。

これら二つの言語材料については具体的な文を提示して比較させ、音声と文字の両面から理解を

促したい。

本学級の生徒は、英語学習に対する抵抗感を持っているものが少なからずいるが、声を出して

読む・話すといった活動には一生懸命に取り組む生徒も多い。多様な口頭練習を積み重ねること

で学習内容の定着を図っていきたいと考える。

(3) 指導観

Starting OutやDialogは会話の場面として設定されていることから、教師と生徒、あるいは生

徒同士のペアワーク等多様な形態によってたくさん発音・対話練習をさせることで、この単元で

扱う言語材料に音声を通じて慣れさせ、習得を図りたい。同時に音声を通じて確認したことをノ

ートに書く作業を通じて、言語材料の知識としての定着も図り、確かな学力へと結び付けたい。

またReading for Communicationは、本文中の代名詞や指示語を確認させたり鍵となる文に注

目させたりすることで、本文の概要や登場人物の気持ちについて把握させる。この学習活動の後、

どう表現すれば登場人物の気持ちが聴いている人に伝わるかをグループで考えさせ、音読発表の

質の充実を図りたい。



３ 単元の指導目標と評価計画

単元の指導目標 単元の評価規準

● There is [are] 構文（肯定 ○コミュニケーションへの関心・意欲・態度（意欲・態度）

文）の形・意味・用法を理解 ・「話すこと」や「読むこと」の言語活動に積極的に取り組ん

し、表現できる。 でいる。

● There is [are] 構文（疑問 ○表現の能力（知識・技能の活用力）（知識・技能の習得）

文と応答）の形・意味・用法 ・There is [ are ]構文を用いて「～に…がある」と表現で

を理解し、それを用いて簡単 きる。

対話ができる。 ・動名詞を用いて「～すること」と表現することができる。

・物語を読んで、登場人物の心情などが表れるように音読する

●物語を読んで、登場人物の心 ことができる。

情などを読み取ることができ

る。 ○理解の能力（知識・技能の習得）（知識・技能の活用力）

・There is [ are ]構文を聞いて、その内容を理解できる。

●動名詞を目的とする文の形・ ・動名詞が目的語や主語になる文を聞いて、その内容を理解で

意味・用法を理解し、表現で きる。

きる。 ・物語を読んで、登場人物の心情などを読み取ることができる。

●物語を読んで、場面の変化や ○言語や文化に対する知識・理解（知識・技能の習得）

登場人物の心情などを読み取 ・クリスマスに関わる欧米と日本の風習の違いについて理解を

り、それが表れるように朗読 深める。

することができる。 ・There is [ are ]構文の形・意味・用法を理解できる。

・動名詞を目的語や主語とする文の形・意味・用法を理解でき

●動名詞を主語とする文の形・ る。

意味・用法を理解し、表現で

きる。



４ 指導計画

時 学習内容 本時の目標 評価規準 言語活動

１ Starting Out ●There is [are] 構文（肯 ・「話すこと」の言語活動に積極 ・There is [ are ]を

There is [ are ] ～ 定文）の形・意味・用法を 的に取り組んでいる。 用いて「～に…がある」

理解し、表現できる。 【学習に取り組む意欲・態度】 と表現する。【説明】

（関心・意欲・態度）

２ Dialog ●There is [are] 構文（疑 ・Is [ are ] thereを

Is [ are ] there ～ ? 問文と応答）の形・意味・ ・There is [ are ]構文の形・ 用いて、簡単な対話を

用法を理解し、それを用い 意味・用法を理解できる。 する。【説明】

て簡単な対話ができる。 ・There is [ are ]構文を聞い

て、その内容を理解できる。

【知識・技能の習得】（理解）

・There is [ are ]構文を用い

て「～に…がある」「～に…があ

りますか」と表現できる。

【知識・技能の活用】（表現）

３ Reading for Com. ●動名詞を目的語とする文 ・クリスマスに関わる欧米と日 ・動名詞を目的語とす

動名詞が目的語 の形・意味・用法を理解し、 本の風習の違いについて理解を る文を書いたり、話し

表現できる。 深める。 たりする。【説明】

４ ●物語を読んで、登場人物 ・「読むこと」の言語活動に積極 ・登場人物の気持ちに

の心情などを読み取ること 的に取り組んでいる。 ついて心情などを読み

本 ができる。 【学習に取り組む意欲・態度】 取り、記述する。

時 （関心・意欲・態度） 【要約】

・登場人物の心情など

・動名詞を目的語や主語とする が表れるように音読す

文の形・意味・用法を理解でき る【説明】

５ Reading for Com. ●動名詞を主語とする文の る。 ・動名詞を主語とする

動名詞が主語 形・意味・用法を理解し、 ・動名詞が目的語や主語になる 文を書いたり、話した

表現できる。 文を聞いて、その内容を理解で りする。【説明】

６ ●物語を読んで、場面の変 きる。 ・登場人物の気持ちに

化や登場人物の心情などを 【知識・技能の習得】（理解） ついて心情などを読み

読み取り、それが表れるよ 取り、記述する。

うに朗読することができる。 ・動名詞を用いて「～すること」 【要約】

と表現することができる。 ・登場人物の心情など

【知識・技能の活用】（表現） が表れるように音読す

る【説明】

・物語を読んで、登場人物の心

情などを読み取ることができる。

・物語を読んで、登場人物の心

情などが表れるように音読する

ことができる。

【知識・技能の活用】（表現）



５ 本時の指導

(1) 本時の目標

◎物語を読んで、登場人物の心情などが表れるように音読することができる。

【知識・技能の活用】（表現）

○物語を読んで、登場人物の心情などを読み取ることができる。

【知識・技能の習得】（理解）

○「読むこと」の言語活動に積極的に取り組んでいる。

【学習に取り組む意欲・態度】（関心・意欲・態度）

(2) 評価規準及び具体の評価規準

評価規準 具体の評価規準 「努力を要する生徒」

Ａ：十分満足できる Ｂ：概ね満足できる への手だて

「読むこと」の言語活 登場人物の心情を表現 本文の音読練習を、周 机間指導やペアワーク

動に積極的に取り組ん したり、場面の雰囲気 囲に聞こえる声で行っ 等を通じて、読めない

でいる。 を伝える読み方をした ている。 単語の発音を確認さ

（関心・意欲・態度） りするなど、工夫をし せ、単語一つずつ発音

て音読練習を行ってい させる。

る。

物語を読んで、登場人 適切な語句の発音やイ 登場人物の心情が表れ ワークシート等で確認

物の心情などが表れる ントネーション、リズ るように音読している。 した登場人物の心情を

ように音読することが ムで、登場人物の心情 振り返らせ、これを意

できる。 が表れるように音読し 識して読ませる。

（表現の能力） ている。

物語を読んで、登場人 登場人物の気持ちにつ 登場人物の気持ちにつ 鍵になる文について、

物の心情などを読み取 いて、ワークシートの いて、ワークシートの 単語の意味を確認さ

ることができる。 質問全部に適切な解答 質問の１つ以上に適切 せ、その文が何と言っ

（理解の能力） を書き込んでいる。 な解答を書き込んでい ているかを理解させ

る。 る。

(3) 本時の指導の構想

①指導の構想

登場人物がどんな気持ちで発話したかをグループで考えさせることで、英語表現の表面的な

理解に留まらず、物語そのものを理解することができるものと考える。

また、その読み取ったことが表れるように読む練習をさせることで、気持ちを表現するとい

う練習の場にしていきたい。

②言語活動について

・本文全体の概要把握

・代名詞が何を指しているかの確認

・登場人物の気持ちを表している文（キーセンテンス）の読み取り

・気持ちを表現する音読活動



(4)展開

段階 過 程 学 習 活 動 ☆言語活動 ●留意点
○評価 ◇資料

１ あいさつ ・曜日や日付等を当番の生徒がたずね、 ●質問も答えも、はっきり話す
それに全員で答える。 よう促す。

導入

２ 発音の確認 ・教師の後について、全体で本文（P.60） ●ここでは感情表現は意識せ
の発音確認をする。 ず、音の確認に主眼を置く。

○それぞれの単語の発音を確認
しながら、積極的に声を出し

10分 て読んでいるか。

登場人物の気持ちを意識して読もう

３ 本文の内容把握
(1)背景を確認 ・教師の質問に答えて、前時に確認した ●指名して次々に答えさせる。

する 本文の背景について思い出す。 ●クリスマスに教会ではオルガ
（いつ、どこで、誰が、何を） ンを使って賛美歌を歌うのが

通例であることを確認する。

(2)本文の流れを ・本文の概要を読み取る。 ◇ワークシートを使用する。
つかむ ○教科書リード文「ヨセフが思いつい ☆隣同士で答えを確認させた後

たよいアイディアとは何でしょう 全体にたずねて確認する。
か。」に答える。

○代名詞が指すものを確認する。

(3)心情をつかむ ・キーセンテンスの意味を確認する。 ●キーセンテンスは、日本語の
・個人で 意味をしっかり確認し、心情

の読み取りにつなげる。

展開 ・グループで ・登場人物のせりふが「誰のどんな気持 ☆(1)(2)で確認したことに触れ
ち」を表しているかを考える。 させながら、登場人物が発し

・グループ毎に、自分たちが考えた登場 たせりふの思いについて考え
人物の気持ちを発表する。 させる。

○登場人物の心情を読み取るこ
とができたか。

４ 音読練習
(1)グループ練習 ・４(3)で考えた登場人物の気持ちを表現 ☆各グループにパラグラフを１

するように音読練習をする。 つずつ割り当て、その中のせ
りふについて練習させる。

(2)グループ発表 ・グループ全員で発表する。 ●せりふのみを発表させる。
●聞いている生徒には評価用紙

を用いて他のグループの評価
をさせながら、自分たちが練
習していない部分についても

「こういう気持ちで読むのだ」
というイメージを持たせる。

○登場人物の気持ちを意識して
音読することができたか。

５ まとめの音読
(1)個人 ・個人で、登場人物の気持ちを意識しな

がら読む。

35分 (2)全体 ・学級全体で通して読む。

終結 ６ 本時の学習の ・評価用紙に本時の学習を振り返って、
振り返り 自己評価をする。

５分


